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講演概要 
LHC が非常に大きな物理的成果を出しつつある。
その成果がまさに次期計画としての ILC の重要性
を示唆している事を解説する。また全長40kmにも
及ぶILC加速器の概要を解説するとともに、ILC を
めぐる国内外の状況について述べる。 
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